
平成 30 年度 上 半期 指定管理者管理運営状況シート

●施設の概要

非公募

利用料金 料金徴収なし

●利用状況

●業務の履行確認

施設修繕

下記の観点からの修繕実施状況
・迅速な修繕の実施
・指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備

　階段の手摺りを設置及び休憩室のレースカーテンの
取替を行った。

危機管理・
法令遵守

①個人情報の保護
②非常時の対応策
③関係法令の遵守

　利用申請書は、委員長宅に適切に保管している。鍵
は、委員長と、自治会長３名が保管していて非常時に
も対応可能である。

休養室 15.6

学習室 0.0

集会室 14.4 8.6 8.2 8.6

保育室 20.6 17.9 14.6 15.9

2.70.01.3

11.312.711.9

施設管理

①清掃、点検を常に行う。 　利用者が汚れている所を清掃する。戸締り、火元の
確認、電気点検を行う。

区　分 確　認　事　項 履　行　状　況

利用者
サービス

①供用日・供用時間の遵守
②苦情への対応

　供用日・利用時間を遵守している。苦情は特にな
かった。

1,323 964 949 1,173 1,889

施設概要
・建築年月：平成３年３月
・敷地面積：７６８．１６㎡　延床面積：３２７．０３㎡
・休養室、保育室、学習室、集会室

H30 上半期 H29 下半期 H29 上半期 H28 下半期 H28 上半期

27.9

27.2

9.5

1.3

各室
稼働
状況
（％）

施設名 　北塚会館 所管課 男女共生・生きがい推進課

所在地 　岐阜市柳津町北塚二丁目６０番地１

料金制 使用料

指定管理委託料（年額） ９２６，０００円

施設の設置目的
地域住民の連帯意識を高め、学習、保育、休養、及び集会の用に供し、健康で文化的な近隣社会の構
築とその発展に寄与するため。

指定管理者名 　北塚会館管理運営委員会

指定期間 　平成２９年４月１日～平成３４年３月３１日

選定方法 公募

利用者数（単位：人）



●利用者評価

●指定管理者の選定基準に基づく評価

指定
管理者

所管課
評価
委員会
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貢献性

事業計画書
の内容が、
岐阜市ある
いは施設が
ある特定の
地域（以下
「地元」とい
う。）の振
興、活性化
などに貢献
できるもので
あること

地域の生涯学習、コミュニティ活動の
推進のため、ニーズを把握し、地域と
一体となって事業推進ができる組織
的な基礎があるか

・運営組織が、地域の各種団体より選出された者で組織
されているか

地元の住民の雇用及び貢献に関する
こと

・運営組織が、地域に居住する者で組織されているか

区分評価

安定性
安全性

事業計画書
に沿った管
理を安定し
て行う物的
能力、人的
能力を有し
ていること

必要人材の配置と職能及び人材育成
の方策

・使用者に対し使用の際の遵守事項を徹底させているか

リスクへの対応方策（利用者の安全
確保策、防止策、非常時の対応マ
ニュアルなど）

・異常や事故等緊急事態を見つけたら速やかに市に報告
しているか
・防火管理者として担当業務を遂行しているか

区分評価

効率性

事業計画書
の内容が、
管理経費の
縮減が図ら
れるもので
あること

施設管理を行っていく上での方針と具
体策

・会館の清掃・点検を常に行うなどして、利用者に使用し
やすいように会館の環境を整えているか

指定管理経費の妥当性と経費縮減の
方策

・エアコンの設定を、夏は28℃・冬は18℃としているか
・エアコンのフィルターの掃除を年2回以上行っているか

効率的な運営を図るための組織の構
造

・鍵の管理は、委員長が行っているか
・使用申請を受け、委員長は使用許可の交付を行ってい
るか

区分評価

効果性

事業計画書
の内容が、
対象施設の
効用（設置
目的）を最大
限発揮する
ものであるこ
と

地域の生涯学習及びコミュニティ活動
の推進を行っていく上で方針と主な事
業計画

・地域の連帯意識を高め、学習、保育、休養及び集会の
用に供し、健康で文化的な近隣社会の構築とその発展に
寄与しているか

利用者ニーズ、苦情などの把握方法
及び対応方策など

・お客様アンケートを実施して利用者ニーズを把握し、そ
の声をもとに、より良い施設へと改善しているか
・利用促進、利用者増の方策を考えているか

区分評価

区 分 選定基準 評　価　項　目 具体的な業務要求水準
評　　価

公平性
透明性

住民の平等
利用が確保
されること

岐阜市柳津地区学習等供用施設の
運営上の基本方針

・利用者が利用しやすいサービスの向上と市民の平等な
使用を確保する事を基本方針とした運営をしているか
・特定の団体及び個人に有利又は不利となる運営をして
いないか

区分評価

利用者アンケートの
実施状況

会館にアンケート回収箱を設置している。
アンケートの積極的な実施（9/1～9/30）

利用者アンケートの
実施結果

アンケートの実施（総数：20件）。
◎　施設・設備の管理状況について
　　満足　80％、まあまあ満足　15％、どちらともいえない　5％、やや不満　0％、不満　0％
◎　年代　　　１０代未満　0％、１０代　5％、　２０代　0％、３０代　15％、４０代　30％、
　　　　　　　　５０代　5％、６０代　20％、７０代　10％、８０代以上　15％

利用者からの
要望・苦情と
対処・改善

・ゴキブリホイホイを「ブラックキャップ」に変えてほしい。（ゴキブリが出なくなります。）
　→取替えました。



●指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など)

●所管課の意見

●指定管理者評価委員会の意見

　当施設は、地域活動の拠点として、地域の各種団体代表者により構成された組織で運営されており、利用者目線に立った管
理運営が行われている。
　定期的に施設の清掃、設備の点検を行っている。
　平成３０年度上半期に実施したアンケートの結果、施設・設備の管理状況について、満足、まあまあ満足が95％と高く、今後
も日ごろの職員の施設運営について期待したい。
　施設の経年劣化や不具合について、階段の手摺り設置及び休憩室のレースカーテンの取替など利用者が快適に使用でき
るよう環境整備に努めている。可能な限り迅速に対応をしており、適正な運営がなされている。
　以上のことから、適正な施設運営が行われていると評価できる。

・利用者アンケートを実施するようにした点は、大きな前進である。今後も継続してほしい。
・稼働率を上げるには、まずは施設の存在を知っていただき、足を運んでいただくということが必要である。見学や、試しに使っ
てもらうというような取り組みを進めても良いのではないか。

今期の取組み
に対する評価

　事業計画に従い良好に運営できている。
　施設整備等利用者の活動環境の改善に努めた。

前回までの意見を
踏まえた取組み状況

　アンケートについて、利用者に対して積極的に実施した。

今後の取組み 　これまでどおり、適切な管理に努める。


